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【はじめに】 

	 近年，液中レーザーアブレーション（PLAL）

は実験系が簡易であり，ナノ粒子の回収が容易

であるといった特長をもつため，ナノ粒子の生

成に関する報告が多数ある．PLALでは様々な

波長のレーザーが使用されているが，その波長

依存性に関する報告は我々の知る限り少ない．

そこで，本研究では液中プラズマによる還元プ

ロ ー ブ と し て 働 く と い う 特 長 を も つ

KSrPO4:Eu[1]をターゲットとして，波長の異な

るレーザーを用いて PLALを適用した．それぞ

れの波長で生成された粒子の形状と Euの還元

の度合を比較・検討したので報告する． 
 
【実験方法】 

	 ターゲットとなる KSrPO4:Eu3+はクエン酸錯

体重合法により作製した（粒径は数十 µm）[2]．

波長の異なるナノ秒レーザーを液中のターゲ

ットに照射した．レーザーは Nd:YAG SHG

（Continuum Surelite SLⅡ-10，532 nm，10 Hz，

4~6 ns）と Nd:YVO4 FHG（Thales Diva Ⅱ，266 

nm，20 Hz，10 ns）を用いた．ターゲット粉末

を純水に分散させ，マグネチックスターラーを

用いて 750 rpmで撹拌させながら，焦点を液面

付近とし，約 1.5 J/cm2のフルエンスで 30分間

照射した．得られた試料は遠心分離機を用いて

9000 rpmで回収し，FE-SEM（Hitachi，S-4000）

により粒子形状の評価，励起光源に He-Cd レ

ーザー（325 nm），検出器には CCD を用いた

PL測定により発光特性の評価を行なった． 
 

【実験結果】 

	 FE-SEMによる評価から，どちらの波長でも

数百 nmの粒子が得られ，微細化ができている

ことがわかった．PLAL 前後の PL スペクトル

を Fig.1に示す．PLALの前（ターゲット材料）

では Eu3+による発光が支配的であり，532 nm

でも発光が弱くなるものの，Eu3+の発光が支配

的なままである．しかし，266 nmでは Eu2+の

発光が増大している．これはレーザーの波長に

より PLAL の過程に何らかの違いがあること

を示している．当日はレーザーのパラメータ

（フルエンス等）の依存性についても発表する

予定である． 

 

Fig.1 PL spectra of KSrPO4 before and after 
laser ablation（λex = 325 nm） 
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